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１．はじめに 

 本報では，前報1）に引き続き，戦前期の台湾に建設

された製糖工場と社宅街を対象とした調査結果の概

要を報告する。今回の調査は，2013年７月~10月に行

った。台湾の研究機関が所蔵する空中写真と旧版地図

に着目し，特に，以下の２点を報告する。①台湾の製

糖工場と社宅街を対象とした調査における空中写真

の有用性，②製糖工場や社宅街とその周囲の集落や都

市との関係性を考える上での空中写真と旧版地図の

有用性，である。旧版地図の多くは，明治期から第二

次世界大戦終結まで，日本がアジア太平洋地域につい

て作製した，いわゆる「外邦図」2）に相当する。 

 なお，当時の用語や呼称はそのまま用い，引用文な

どは原則として現代仮名遣いに改め，繁体字は参考文

献の名称などを除いて新字体に変換した。 

２．台湾における1940年代から1960年代の空中写真 

 台湾における台湾を対象とした比較的初期の空中写

真は，中央研究院人文社会科学連合図書館地理資訊典

蔵に数多く所蔵されている。現在のところ，ほぼ全て

の空中写真は標定図から拾い出す作業が必要である。 

 標定図は，「農航所移交航照之海岸林区涵蓋図２~

８」（１はない）と「農航所移交航照之涵蓋之図１~４」

と書かれた紙挟みに挟まれている。それぞれの標定図

は，1/50,000の地形図に手書きで各ミッションのコー

スが描かれ，撮影地点が明記されている。前者のうち

の一部は，主に1940~50年代（ただし，戦後）にアメ

リカ軍によって撮影されたものであり，残りは主に

1950 年代に中華民国国軍によって撮影されたもので

ある。また後者は，主に1960年代に中華民国国軍によ

って撮影されたものである。これらの標定図と印画紙

に焼き付けられた空中写真は，現在でも台湾の空中写

真撮影業務を担当している行政院農業委員会林務局農

林航空測量所（農航所）が中華民国国軍から引き継い

だ（もしくは，提供を受けた）ものが，さらに中央研

究院に移管されたと推測される3）。なお，中華民国国

軍が保管している同時期の標定図の複製と空中写真の

デジタルデータも中央研究院が所蔵している。農航所

由来の標定図よりも多くのミッションが示されている

が，今回の調査では，その全ては閲覧できなかった。 

 一方，第二次世界大戦中にアメリカ軍によって撮影

された空中写真の原本はアメリカ国立公文書館に所蔵

されているが，その複製が中央研究院人文社会科学研

究中心地理資訊科学研究中心に所蔵されている。その

概要は『美国国家檔案館典蔵台湾旧航空照片』4）で web

上から閲覧することができる。しかし，地形図と詳細

に対応させた標定図は示されておらず，また所蔵され

ていないミッションもある5）ため注意が必要である。

なお，数は少ないが，カリフォルニア大学バークレー

校地球科学地図図書館が原本を所蔵する空中写真の複

製も，地理資訊科学研究専題中心に所蔵されている6）。 

 前報で示した 44 ヶ所の製糖工場と社宅街を対象と

して，これらの空中写真を網羅的に閲覧した。その結

果，これまでに提供を受けた写真も含め，合計700枚

以上の空中写真のデジタルデータ7）の提供を受けた。 

３．台湾における旧版地図 

 台湾を対象とした旧版地図のほとんどは，『台湾百年

歴史地図』8）で web 上から閲覧することができる。さ

らに，中央研究院人文社会科学研究中心地理資訊科学

研究専題中心では，第二次世界大戦中に陸地測量部に

より作製された1/50,000と 1/25,000の地形図や旧米

国陸軍地図局（AMS）作製の地形図も収集されている。

このうち，戦時中に作製された 1/25,000 地形図は，

1921（大正 10）~1929（昭和４）年に陸地測量部によ

って作製された1/25,000地形図に，戦時中に撮影され

た空中写真に基づいて赤字で修正が施されている。な

お，『台湾百年歴史地図』では，一部の地域の空中写真
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のほか衛星画像も提供されている。 

 『台湾百年歴史地図』より，前報で示した44ヶ所の

製糖工場と社宅街を対象として，「大正版台湾堡図」，

「日治二万五千分一地形図」（1920 年代），「二万五千

分一経建版地形図（第三版）」（1999~2001）を入手し

た。また，前述のAMS作製地形図のデジタルデータの

提供を受け，戦時中に作製された1/25,000地形図につ

いては該当部分をデジタルカメラにより撮影した。 

４．旧烏日糖廠の工場跡地と残存する建築物 

 台湾の製糖工場と社宅街を対象とした調査における

空中写真の有用性が確認できる一例として，旧烏日糖

廠を対象とした調査について示す。 

 現在の台中市烏日区に位置した旧烏日糖廠は，1919

（大正８）年に創設された台中製糖が，番子脚製糖公

司の赤糖工場を買収して増設したことに始まる。台中

製糖は，1921（大正 10）年５月，東洋製糖に合併され，

「能力四百五十英噸ノ新式工場トナ」った。さらに，

1927（昭和２）年に東洋製糖が大日本製糖に合併され

たことにより，大日本製糖烏日製糖所となった9）。戦

時中の爆撃などによりボイラーなどの一部の設備が微

少な被害を受けたものの，建物の被害はほとんどなか

った10）。終戦後，台湾におけるほぼ全ての製糖会社の

資産を接収して設立された台湾糖業公司（台糖）の烏

日糖廠として運営されたが，他の製糖工場と比べても

比較的早い段階である1963年に閉鎖された11）。 

 工場跡地は，台糖が発行した文献12）でも，現在の台

湾菸酒股份有限公司烏日啤酒廠（ビール工場）（1968

年建設，後に増設）の敷地とされている。しかし，次

のような空中写真の検討と現地調査によって，新たな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事実を見出すことができた（図１参照）。 

 空中写真を用いた現地調査により，現在のビール工

場の敷地は，製糖工場の敷地ではなく，社宅街の敷地

であったことが判明した。製糖工場の敷地は，そのほ

とんどを 1968 年頃から交通部台湾鉄路管理局工務養

護総隊が使用しており，南東角を台湾中油股份有限公

司烏日高鉄站（ガソリンスタンド）が使用している。 

 かつての製糖工場の敷地のうち，工務養護総隊の敷

地には，聞き取り調査の結果もあわせて，製糖工場の

汽罐室，圧搾室ならびに電気室とみられる煉瓦造の建

築物３棟の残存が確認され，内部を見学することがで

きた。ただし，これらの建物は，台中製糖による建設

か，東洋製糖による建設かははっきりしない。台湾に

現存する唯一の煉瓦造の製糖工場であると推測される

が，文化財としては登録されていない模様であり，早

急な対策が必要であると考えられる。 

 台湾中油烏日高鉄站の敷地内に残る倉庫群は，聞き

取り調査では，戦前期の建設の可能性が示唆された。

しかし，これらの倉庫群は，1945 年１月 24 日に撮影

された空中写真（図１中の左）には写っておらず，1947

年 10月 30日に撮影された写真に写っていた。戦時体

制下であることを考えれば，これらの倉庫群は,終戦後

から1947年 10月までに建設されたと考えられる。 

 一方，聞き取り調査では比較的新しいと指摘された

工務養護総隊の敷地内に残る倉庫群は，1945年１月撮

影の空中写真に写っていることから，日本時代の倉庫

群であると考えられる。しかし，内部の確認はできて

おらず，保存なども含めて今後の課題である。 

 建築物群が現存しているにもかかわらず，所有者も

図１ 旧烏日糖廠の空中写真と現存する建築物（空中写真は中央研究院提供） 
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しくは使用者が変わった際の引き継ぎが十分でなかっ

たためか，工務養護総隊内には詳細な資料が残されて

いない模様であった。したがって，上述の事実は空中

写真を用いた今回の調査によって初めて明らかにでき

たと言え，空中写真の利用の有用性が指摘できよう。 

５．新営市街地の発展と新営糖廠 

 台湾の製糖工場や社宅街とその周囲の集落や都市と

の関係性を考える上で，空中写真と旧版地図を活用で

きる事例として新営糖廠を例に挙げる。 

 新営糖廠の前身は，塩水港製糖により1908（明治 41）

年に第一工場が竣工した新営製糖所であり，同社の本

社が置かれた場所でもある13）。終戦後は，台湾糖業公

司の新営糖廠となり，2005年に生産を中止した14）。少

なくとも1660年代には，新営の名が記録に現れたが，

当初は隣接する塩水の方が栄えていた。縦貫鉄道が新

営を通ることになり，1910（大正 10）年に新営庄が設

置され，1933（昭和８）年には新営街に昇格した15）。 

 図２に，新営糖廠の工場と社宅街を対象とした空中

写真４枚を示す。１枚目は戦時中の撮影で，日本時代

の様子に最も近い。２枚目は戦後直後の撮影で，米軍

の爆撃の被害から復興した時期の様子がわかる。３枚

目の写真からは，台湾での製糖業が最も盛んであった

1960年代の様子が，４枚目からは現在の様子がわかる。 

 これらの空中写真は，社宅街の復原配置図の作製の

際に重要な資料となるだけではなく，工場や社宅街の

様相の時間的な変化を把握する際に役立つ。他の 43

ヶ所でも各時代の空中写真を収集し，同様の作業を行

っているが，復原配置図の作製は今後の課題である。 

 また，同じく図２に，新営糖廠が隣接する新営市街

地を対象とした地図４枚を示す。空中写真がおおよそ

1.5km 四方を示すのに対し，地図ではスケールを変え

て，おおよそ６ｋｍ四方が示されている。 

 「大正版台湾堡図」は「明治版台湾堡図」よりも情

報量が多いが，地形図としては明治期の情報しか読み

取れない点に注意が必要である16）。戦時中に作製され

た地形図からは，1927（昭和２）年から1945（昭和 20）

年までの間の，新営市街地をはじめとして，工場や社

宅街，さらには製糖工場専用鉄道（軽便鉄道）のネッ

トワークの発展の様子がわかる。また，この地形図と

AMS 作製の地形図の作製時期は大きくは変わらないも

の，作製機関と表現方法が異なるために，読み取れる

情報には差がある。さらに，経建版地形図（第三版）

と「大正版台湾堡図」を比較すれば，おおよそ100年

間の新営市街地の発展の様子を把握することができる。 

 他の43ヶ所でも各時代の旧版地図を収集し，同様の

作業を行っているが，今後，工場の立地やその後の発

展の様相を対象として分類を行い，特色を明らかにす

る予定である。 

６．まとめ 

 本報では，戦前期の台湾に建設された製糖工場と社

宅街を対象として，2013 年７月~10月に行った調査結

果の概要を，台湾の研究機関が所蔵する空中写真と旧

版地図の利用に着目して報告した。 
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